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本研究ノ第I部第1報＝於テハ，試喰管内針黄色葡萄欣球菌喰櫨作用ヲ指標トナ1シテ，ウヱ

ルシ・フレンケル氏瓦斯壊症菌ノ有スルLイムペヂン寸現象ガ立詮セラレタリ。
， 

’本報告＝於テハ，同菌Lアナトキシン1ニ於テモ斯カルしイムペヂン寸現象ガ立詮セラレ得ルヤ

否・ヤヲ吟味セントスルモノナリ 。

費験第1 最小致死量ヨリ翻~，..可検材料J毒カ

賓験材料

1. ウエルシ・フレンケル氏瓦斯壊痕菌生．菰液（FN)

2. ウ氏菌煮櫨液（FKJ

以上南者トモ第 I部第1報記載ノモノト同一ナリ。

3. ウ氏菌生Lアナトキシン守（AN)

第 I部第1報記載ノウ氏菌生繍液＝0.5%ノ割合ニ日本薬局方ιフォルマリン1ヲ加へ， 37°c瞬

卵器内ェ 4週間静置セルモノ早シテ，液ハ透明清澄ナリ。

4. ウ氏菌煮Lアナトキシン＇（ AK)

上記ウ氏菌生Lアナトキシン寸 JI部ヲLアムプルレ寸中ニ封入九 lOO'Cニテ沸騰シツ、アル

重潅煎中＝テ30分間煮沸セルモノナリ。液ハ清澄ニシテ，調濁，沈澱等ハ生ゼザリキ。

5. 封服肉汁

ウ氏菌培養＝使用シタル肉汁ノ 1部ヲトリタリ 0

6. 針JJ?.Lフォルマリン1加肉汁

前記肉汁ノ 1部ニ0.5%ノ割合＝日本薬局方Lフォルマリン1ヲ加へ， 37。C瞬卵器中ニ 4週間放

置セルモノナリ。液ハ清澄エシテ掴濁ヲ認メズ。

賓験方法

試獣トシテ鰻叢略々同量ナfレLマウス寸ヲ使用シ，立氏菌生漉液E同煮漉液，同生 Lアナトキ

シン1 及ビ同煮Lアナトキシン1ヲ各試献腹腔内ニ注射シ， 24時間後ノ1事蹄ヲ観察シテ最小致死
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f予：ヲ決定シタリ。

賞験結果ハ第1表乃至第6表＝示サレタリ。

第 1表生溶液ノ鈎Lマウス1

最小致死量

欺戸｜ 最 小

番鋭 i償重（瓦） （括） 車事蹄
致死量
（路）

1 13 3.0 死
2 12 3.0 事E

3 13 2.0 死
4 12 2.0 死

5 13 1.0 死 1.0 
6 12 1.0 生

7 12 0.9 生
8 10 生

9 13 0.8 生
10 10 0.8 生

第5表生Lアナトキシンソ封

』マウス1最小致死量

試 歌 注射量 最 小
鞠 蹄 致死最

（耗） （路） ， 

1 13 3.0 死
2 12 3.0 死

' 
3 13 2.5 死
4 12 2.5 死
；弓， 13 2.3 死 2.3 6 12 2.3 死

7 13 2.2 生
8 12 2.2 生

9 13 2.0 生
10 12 2.0 生

第5表肉汁／；封L"'7ウ λ1

最小致死景

ム｜鶴重二円；？（韓蹄｜知
I 12 

6.0 死
2 11 死

3 12 5.0 生
4 11 生 6.0 
; 》 12 

4.0 生。 11 生

7 12 
3.0 生

8 10 生

以上ノ結果ヲ括シテ第7表ヲ得タリ。
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灘小

煮最
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第

試 歌 注射量 最 11、
車事蹄 致死量

（路） （括）

1 13 2.0 死
2 12 2.0 死

3 13 1.5 死
4 10 1.5 死

．’ 》 12 1.2 死 1.2 
6 10 1.2 死

7 10 1.1 生
8 10 1.1 生

9 12 1.0 生
10 10 1.0 I 生

第4表煮Lア ナ ト キ シ ン り 劉

L＇ウス 1最小致死量

最 ！］、
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第 6表 ~7 オルマリン1加肉汁ノ

鈎Lマウス1最小致死量

試 飲 l注射量 最小
輔陽致死量

番鋭｜惨重情） （銘） （路）

1 12 
6.0 死

2 11 死

3 12 
5.0 死

4 11 ~E 5.0 
v’ 》 12 

4.0 生。 12 生

7 11 3.0 生
8 12 生
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第 7表 各積抗原ノi封Lマウス寸最小致死量 （貨験線括）

第 1表乃至策6表参照

抗 原 生種 肉R
7
 

一
煮
キ
一

ムキ一
液
一

瀦
－

L

汁 I'L 7オルマリ
！ン可加肉汁

6.0 I 5.0 
3惜しマウス守辰イ、致

死量 （括）

所見概括

以上ノ結果＝操レパ，封Lマウス1最小致死量ハ原生毒液ニテl.Q詫，煮原毒液エテハ1.2括， 4

週間Lアナトキシン寸液エテ23姥更＝同煮Lアナトキシン1・液エテハ2.5姥，針！照肉汁ハfl.0詫， Lフ

ォルマリン寸加肉汁ニテハ5.0耗ナリキ。

帥チ原生毒－＝－！1すシ煮毒ハ1.00:0.83ノ比＝テ減毒サレタリ。

4週間L7’ナトキシン寸ハ原生毒＝掛シテ1.00:0.43ノ比＝テ，叉タ煮しアナトキシン1ハ原生

憲＝封シ1.00: 0.40ノ比＝テ夫々減毒セラレタリ。

故ニ既＝赤痢菌（林丈），肺炎菌（横田宗疋）' i容血性連鎖状球菌（篠田疋芳）等ニ暗号テ立詮セラ

レタリシガ如ク，瓦斯壊fii菌ニ閥シテモ亦タ煮沸法ヨリモLフォルマリン1法ガ減毒作用遁ニ大

ニシテ， ソノ：-JJハ本寅験ニテハ前者ノ約2fi喜ト見倣スヲ得ベシ。

グずじフォルマリン寸ヲ添加スルコトエヨリテ肉汁ハ 0.17ノ毒力ヲ増加シタルコトヲ見遁ス可

カラズ。

費験第2 空氏菌生・煮南しアナトキシシ寸J試験管内喰菌作用＝及ボス影響1

費験材料 も

1. ウ氏菌生LアナトキシンI (AN) 

2. ウ氏菌煮Lアナトキシン寸（AK)

共＝貰輪第 1.＝.使用セルモノ．

3. 喰菌検査用黄色葡萄航球蘭液

第 I部第 1報ニ記述ノモノナリ n

4. 白血球液

第 i部第1報＝記載ノ方法＝操リ．海1冥腹水ヨリ得タリ。

5. 針j照肉汁

貫験第1.＝.使用セルモノ。

費験方法

可検抗原種ガ土民菌Lアナトキシン寸ノ生・煮南液ニ饗リタルノミエテ， ソノ他ハ綿テ第 I部

第 1報ニ記載ノ方法ニ準ジテ之レヲ行ヒタリ n

寅験結果ハ第8表ニ示スガ如シ。但シ同一貫験ヲ 3同繰リ返シテソノ卒均値ヲ計上セリ。
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第 8表 生・煮爾Lアナトキシン，＂＇影響サレタル喰菌作用

抗原量（耗）I 0.1 

瓦瓦瓦戸J了AK

0.2 0.4 0.8 曇f 照

7正一IAN I A;z-1 A~－戸J医五一

喰

繭

子

19.3 I 26.6 I 23 I 33 

38.0 I 50.6 I 44.6 I 55.3 

57.3 I 77.2 I 67.2 I 88.3 
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0
h
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q
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m
m
μ

日
制

% I 133.2 I 179.5 I 157.2 I初 5.3J 132.5 I 172.0 t 126.2 t 150.9 J 100 

AN＝生Lアナト寺シン＇ t AK＝煮しアナトキシ ：，，－ ' 

所 見櫛括

以上ヨリ究ノ事項ヲ認識シ得ベシ。

1. 抗原用量ノ如何ニ閲セズ，綿テノ場合＝於テ30ゆ煮液ヲ使用シタル際乳、生液ヲ使用シ

タJf..,際ヨリモ喰菌子ハ常ニ大ナリキ。

2. 生・煮共ニ最大ノ抗原能働力ヲ興ヘタルモノへ 0.2姥用量ノ時ニシテ，此ノ際ニ於ケル

喰菌子ハ， L生1ニテ67.2, L煮寸ニテハ88.3。郎チ生：煮＝100:131ノ比ニテ煮i夜ノ抗原能働力

ハ生液ノソレヲ遥＝凌駕セリ。

所見穂括及ビ考察

賓験第2ノ結果及ピ第 I部第 1報記載ノ結果ヲ一括シテ第9表ヲ得可シ。

第 9表 原生議及ピLアナトキシン1生・煮爾液ノ抗原性能働力喰蘭子数ノ比較

抗 原別

力（封Lマウス1最小） ｜ 
致死量ヨリ I 

FN FK AN  A K  

， 
議 1.0 0.833 0.434 Q.400 

抗 0.1 162.0 195.2 133.2 179.5 

0.2 186.8 285.4 157.2 205.3 原
(79.7) (100) (76.5) (100) 

震 0.4 153.1 181.1 132.5 172.0 
（ 

施 0.8 133.l 156.8 126.2 150.9 ） 

最 大 L イムペヂン寸作用 20.3 23.5 

毒力不問ノ際＝於ケルJ走大
100 126.0 84.1 109.9 抗原性能働力ノ比

同一議カノ下＝於ケル最大
100 151.2 193.7 274.7 抗原性能働力

FN ＝生原Lアナトキシン・ FK ＝煮 タ ク AN, A K＝第8表＝同ジ

以上ヨリ次ノ各項ヲ認識ス可キナリ。

1・ 竺氏菌原毒素ハ Lアナトキシン寸法＝従ヒ 4週間37°C瞬卵務中ニ放置スルコトニヨリテ

1.00: 0.43ノ比＝テソノ毒性ヲ減弱セリ。

2. 斯カルLアナトキシン寸ノ抗府性能働力ハ， ソノ生態ヲ30分間煮沸スルコトニヨリテ増強

セラレタリ。

、
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3, 立氏菌生・煮原毒素及ピ同Lアナトキシン寸生・意液ノ最大抗原性能働力ハ，イfiJレモ用量

"0.2耗＝際シテ示サレタルガ，此ノ際ノLイムベヂン1阻止勢力ヲ按スルニ

軍純抗原＝テハ20.3%

4週間Lアナトキシン1ニテハ23.5%ナリキ。

自Pチ単純ナル抗原＝， フォルマリン1ヲ添加スルコトエヨリテ， Lアナトキシン1ヲ作リ，毒カ

ヲ 1.0 ョリ 0.43 ：：.迄〈約1/2以上）減弱セシメ得タレドモ~ Lイムペヂン寸ハ破却シ得ズシテ，ソノ含

量及ビ性質ハ費化ナ久Lアナトキシン寸中＝保有サレ居ルモノナリ。

4. 毒カヲ考慮セズ＝，最大抗原能働力ヲ喰菌子ノ百分比ヲ以テ比較スル時ハ

生しトキシン「(100）＞生4週間Lアナトキシン.，(84.7) 

煮Lトキシン寸（126）＞煮4週間Lアナトキシン・1(109.9)

帥チしアナトキ シン寸法ニヨリテ毒カハ半減サレタレドモ其ノ際抗原性能働力モ亦タ減弱セラ

レグザ。

5: 更ニ同一毒カノ下ニテ比較スル時ハ

生Lトキシン寸（100）く生4週間Lアナトキシン寸（193.7)

煮L トキシン勺（151.2）く煮4週間Lアナトキシン1(274.7)

エシテ生L トキシン寸ヨリモ4週間Lアナトキシン「 f方ガ抗原能働力大ナリ，従ツテ煮4週間L7’ 

ナトキシン寸ハ尺テ＝於テ最大ノ抗原a性能働力ヲ示シグリ n

蓋シLアナトキシン1法ニヨレパ．毒．カ並ニ抗原性能働力ノi成弱ヲ来タスモノナレドモ，毒力

ノ減弱程度エ比較スレパ，抗原能働力ノ減弱程度ガ僅少ナル鶴ナル可シ。

6. 故ニウ氏菌＝於テモ亦タLアナトキシン1ヲ30分間煮沸シテ，以テLコクチゲン1 ト鴎ス時

ハ質問上最優秀ナル抗原ヲ得ベシ。

同一 ノ閥係ハ赤狩j菌（林文），淋菌（都谷），肺炎菌（横田宗正）及ビi容連菌（篠田）等＝就テモ亦

夕立詮セラレタリ d

結論

1. ウエルシ・フレンケル民菌毒へ 4週間Lアナトキシン1法エヨリテ， ソノ毒力ヲ）.0ョリ

0.43：迄減弱セシメラレタリ。

2. 同ジクソノ抗原性能働力モ減弱セシメラレタレドモ， ソノ程度バ毒力ノi成弱程度ヨリモ

小ナリ。

3. 毒力不問ノ際エ於ケル最大抗原・性能働力ヲ比較スル時へ ー喰菌子ノ百分比ニ於テ

原L トキシン「 1.00 

煮L トキシン「 1.2'6 

生しアナトキ シン1 0.84 
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煮Lアナトキシン1 1.10 ナリキ。

4. 同一毒力ノ下＝於ケル最大抗原性能働力ヲ比較スル時ハ同ジク

原Lトキシン寸 1.00 

煮Lトキシン1 1.51 

生Lアナトキシン1 1.94 

煮Lアナトキ．シン.， 2.75 ナリキ。

5・ L 7’ナトキシン1法ニヨルモ， Lイムベヂン寸ノ含量及ビ性質ハ境化ナク保有セラル。

6・ Lアナトキシン寸ヲ30分間煮沸スルコトニヨリテ， Lアナトキシン J コクチゲン寸ヲ作ル時

ハ，抗原性能働力大ニシテ，而モ毒力最小ナル抗元ヲ得可シ。

7. 毒カガ1/2以下ニ減弱セル Lアナトキシン寸ハ原生毒素ト同等以上ノLイムベヂン寸ヲ含有

セリ。故ニ」イムベヂン寸作用ナルモノハ毒作用ノ；設現ヲ意味セザルモノナルコトハ立三1とと－

＿？＿＿＿と三土土氏瓦斯壊直菌ニ闘シテモ亦タ首肯セラル。

第2報最大喰菌現象ヲ惹起セシムルニ

必要ナJレ好遁煮沸時間ノ決定

緒言

本報告第E部第1報ニ於テ，試験管内針黄色葡萄；｛）＼球菌喰菌作用ヲ指標トナシ，ウヱルシ・

フレンケル氏瓦斯壊痘菌Lブナトキシン 1中ニハ，同菌原毒素ニ於ケル如クニLイムベヂン1勢力

ノ附帯サレ居ルモノナルコトガ立誰セラレタリ。

今必ハj折カルLイムベヂン1勢力ヲ完全ニ破却シ，而iモ抗原能働力ヲ完全エ保存スル＝必要ニ

シテ且ツ充分ナル煮沸時間ヲ決定セントスルモノナリ。

費 験 材 料

1. ウヱルシ・ブレンケル氏瓦斯壊岨菌4週間Lアナトキシン寸

第：.n部第 1！臨ニ記載ノモノ。

2. 同菌煮Lアナトキシン寸

土記版Lアナトキシン1 ノ1部ヲ 5本ノLアムプルレ寸中ニ分注i容封ノ上， 100℃ニテ沸騰シツ・

ツアル頂湯煎中ニテ，各10分， 20分， 30分， 40分， 60分間煮沸シ， 5種ノ煮Lアナトキシン寸ヲ

作製セリ。

字予液ハ透明ニシテ沈澱， i凶湖等ヲ誰明セズ。

3. 喰菌現象検費用黄色似萄欣球菌液

第 1報＝記載／モノ。



1Ji根試験符内喰首現象＝及ボス ウエルシ・ 7レンケル氏瓦斯痩痕菌

Lアナトキシンリ，イムペヂン寸作用

費駿方法

~3 

抗原種ヲじアナトキシン＇＝代ヘタルノミエテ，共他ハ金タ第 I部第2報記載ノ方法＝準ジテ

試験管内針黄色葡萄紙球菌喰燈作附ニ及ボス前記；アナトキシン寸各煮披ノ開 ヲ検賓セリ。

費験結果

同一貫験操作ヲ 3岡繰リ返ヘシテノ結果へ第1表及ピ第 1闘＝示サレタリ。

.~oO 

↓ω 
首

長•：；o
(%) 

第 1表 Lアナトキシン寸煮沸時間ト喰菌作用促主主能力トノ欄係（傍 1回参照）

o I 10 I 20 I 30 I 40 I 60 1劉附

喰 21.6. 25 29 34 27 24 17 

菌 42.3 48.3 51.6 65.6 51.6 45.3 29.6 

子 63.9 73.3 80.6 99.6 78.6 69.3 46.6 

タ6 137.1 157.9 172.9 213.7 168.6 148.7 100 

事告 1箇 Lアナトキシシ1煮務時間ト喰菌子トノ関係

（第 1表参照）

10 20 .30 40 ω 
煮沸時間（分）ー＋． 

所見概括

喰菌子ハ， 30分煮 Lアナトキシ

ン「ヲ添加シタルモノガ最大ナリ

キ。

所見考察

以上ノ：事寅ヲ第 I部第2報記載

がl • ノ：事費ト針mtシテ第2表ヲ得ベシ肉
汁

此際針照肉汁ヲ以テノ喰菌子教

ヲ 100トスルコトエヨリテ，初メテ雨賞験結果ハ統一サレ得可キモノナリ。

抗

際

種

原
生
裏

「キ
γ ュ，，
十 ;..' 

ト」

第 2表 原議J1<.ピ4週間Lアナトキシンり喰菌作用促主主能力ト煮沸時間トノ側係

（喰酋子ヲ指標トス）

鈎ー、 致一
' 、

混大ー可作用 「磁大抗原煮沸時間（分） イ却抗
『司F

＂『 ム＝原
ウ Fレ（ イ ベテ能
月審カ 叶 ヂ主主働力
t量分 。 10 20 30 40 。。 手 ji!1J、煮
致液〉 ． と 金最

162.8 177.4 210.1 240.2 190.9 167.2 
0.833 32.3% 1001) 

(67.7) (73.8) (87.4) (100.0) (79.4) (69.6) 

137.1 157.9 172.9 213.7 168.6 148.7 
0.4仰 35.!J~b 88.90 

(64.1) (73.8) (80.4) (100) (78.8) (69 .• 5) 

I) 30分煮＝ヨリテ得17＇レ喰箇子ノ 100分比

2) 煮L トキシ ン1・煮Lアナトキシン1ノ議カヲ基準トシテ算出シ＂）レ喰菌子ノ 100分比

以上ヨリ次ノ：事項ヲ認識シ得可シ。

ー

同 Fレ
一最
毒大
力抗
ヨ 原
リ 能

見9 働カ

100~） 

185.92> 

‘、
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1. ゥ氏菌4週間Lアナトキ’シン「ハ，問翠純生毒ノ：如クニLイムベヂン1ヲ含有スルモノナリ。

2. 而モ同4週間Lアナトキシン 1.：：.於ケル lイムベヂン1 勢力ハ原生毒ニ於ケルゾレヨ 9モ

大ナリ。

帥チLアナトキシン寸法ニヨリテハ， Lイムベヂン寸ハ竜末モ破却サレヌモノナリ n

3. 之レニヨリ！京生毒ノ；有スル毒カトLイムベヂン寸トハ杢ク別個ノモノナルコトヲ失flル可シσ

4. 斯カル Lイムベヂン1 ヲ完全＝破却スルニ必要＝シテ且ツ充分ナル煮沸時間ハ30分間ナ

リキ。

5・ Lイムベヂン寸ノミガ完全＝破却セラレタル結果トシテ殻現シ来タリタル最大抗原能働力

ヲ比較スルニ，原生毒ノ揚合ヲ100トスレバ，4週間Lアナ．トキシン「＝テ89トナリ，卸チ Lアナト

キシン「法ニヨリテハ，毒カト同時＝抗原性能働力モ亦タ減弱スノレ号ノナルコトガ立誼セラレ

タリ。

6. 但シ毒力ノi威弱度ハ， 0.833:0.400=100: 48 (1/2以上）ナル＝比九最大抗原’性能働力

ノ減弱度ハ100:8.98ニシテ，自Hチ毒カノ減弱度＝比スレバ抗原能働力ノ減弱度ハ遁エノl、ナリ。

7. 故＝同一毒力ノ下＝於テノ；最小抗原性能働力ハ， Lアナトキシン－， I方ガ原生毒ヨリ 100:

185.9ノ比＝テ大トナリシノ理ナリ。

金全 否b
F盲 面岡

1. 空エルシ・フレ三竺よそ氏瓦斯壊痘菌毒ヨザ Lフオルマ hン寸法＝ヨリテ製シタル 4週間

Lアナトキシン『中＝号ソノl京生蒙..性質ノ異ラザルしイムベヂン「ヲ読明シ得可シ。

2. 此ノLイムベヂン寸勢力ハ， 30分間ノ煮沸ニテ完全＝破却ザレ，従ツテ共際煮沸 Lアナト

キシン「ハ最大ノ抗原性能働力ヲ殻搾ス。

3・ Lフォルマリン1法エヨリ，原生毒ノ毒カヲ 100ョリ 48.：：.迄墜落セシメ得タルモ，同時＝

抗原a性能働力ハ． ソノ最大値＝於テ 100ョリ 88.9ニ迄低下セ／レニ過ギザリキσ

4. 以上ノ如ク市一力ノ墜落程度ヨリモ，抗原性能働力ノ減弱程度ガ，甚シク小ナル故＝，同

一毒カノ：立揚ヨリスレパ，煮Lトキシン寸ョリモLアナトキシン1乃至ハ煮Lアナトキシン 1ノ方ガー

発疫上放泉的トナリ得ルモノナリ。

5・ Lアナトキシン寸法ニヨリテハ」イムベヂン寸ハ主主モ破却セラレザルモノナルガ故ニ・ Lイ

ムベヂン1 皐詑ノ主張ハLアナトキシン1ニ向ツテモ亦タ共催適用セラルベキモノナリ。


